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NADPH- チトクロム P-450 還元酵素から， 2 番目のものはチトクロム bs から供給されることを明らか











肝細胞ミクロゾーム膜にはチトクロム P-450 (以下P-450) を末端酵素とする酵素系が存在し， NADP 




この系には P-450 のほか NADPHーチトクロム P-450 還元酵素(以下 fp2) ， NADHーチトクロム bs 還
元酵素(以下 fpl) およびチトクロム bs (以下 bs ) が関与しているが，これらの種々な組み合わせで再
構成したものを用いて NADPH および NADH から P-450 までの各電子伝達反応の速度をストップト
・フロー法で測定した。その結果，水酸化反応に必要な 2 個の電子のうちの最初の電子は NADPHお
よび NADH のいずれからも fp2 を経て P-450 に導入されるが，第 2 の電子は bs ~が存在するときには
bs を経て導入されることが明らかとなった。
次に明確な相転移点を示す合成リン脂質ジミリストイルレミチン (DMPC) に fp2 と P-450 を結合し
た系における NADPH による P-450 の還元(第 1 の電子の導入)速度の温度依存性を調べ， この速度
の Arrhenius プロットがDMPCの相転移点 (23~240C) 付近で不連続性を示すことを見出したが，こ
のことは fP2 と P-450 の聞の電子授受が両タンパク質の膜上での拡散とそれに伴う自由衝突によるこ
とを示す。
最後に， P-450 の吸収スペクトルの温度変化の解析から， P-450 のコンホメーションがリン脂質へ
の結合によって影響を受け，とくにDMPC の相転移によって大きな影響を受けることを見出した。
以上のように，谷口君の研究は，薬物代謝や化学発がんに関連して近年とみに重視されてきた肝ミ
クロゾームの水酸化酵素系の反応機構にいくつかの重要な寄与を行ったものであり，理学博士の学位
に十分価するものと判断される。
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